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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 315 37.8 39 － 39 － 28 －

2025年３月期第１四半期 229 △5.2 △31 － △31 － △32 －

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 30百万円（－％） 2025年３月期第１四半期 △33百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 3.72 3.72

2025年３月期第１四半期 △4.29 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 1,510 1,200 79.5

2025年３月期 1,552 1,186 76.4

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 1,200百万円 2025年３月期 1,185百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 0.00 － 5.00 5.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 1,320 14.9 109 210.8 109 192.4 75 76.9 9.85

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 7,690,000株 2025年３月期 7,690,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 448株 2025年３月期 448株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 7,689,552株 2025年３月期１Ｑ 7,689,552株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・業績予想の前提条件及びその他関連する事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結

業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

　最近のITセキュリティ分野のニュースでは、ランサムウェア被害による大手保険ショップの保険契約者情報流

出、また、大手航空会社で欠航や遅れ、DDoS攻撃でも日本の政府機関・自治体や企業のホームページ等で被害が続

いています。ぜい弱性探索行為等の不審なアクセス件数も増加し続け、AIを悪用した事案も発生し、それらの手口

の巧妙化・複雑化に加え、セキュリティ対策の組織内のサイロ化が進んだことで組織の負担が急増しています。

　当社グループは、ネットワーク社会におけるインフラの担い手として、ITセキュリティ専業で、創業時から独自

開発のセキュリティ監視の運用基盤（プログラム）を強みとし、24時間365日のセキュリティ運用（SOC）サービス

で、常に最先端の技術開発力とサービスにおいて、お客様のシステムセキュリティ確保の上で「安全」で「お役に

立てるサービス」を提供する会社として、末永くお付き合いいただける企業を目指してきました。

　当第1四半期において、当社グループは医療業界をはじめ、顧客の状況やニーズに合わせた様々な企画商品のご

提案をし、また運用基盤開発においては、会話の様に質問を投げかけるだけで分析業務や判断業務をできるように

なる、AIセキュリティ運用基盤を6月に開催された幕張メッセの「Interop Tokyo 2025」で公開し、提供を開始し

ました。また、IT運用の総合的な実績を持つ東芝ITサービス株式会社にもSOCサービスの運用基盤となる次世代

SIEMを提供し、東芝ITサービス株式会社において、従来のSOCサービスに加え、企業が短期間で低コストで導入す

るSOCサービスができるようになったことを発表しました。今後もお客様を通じて、社会に貢献できる企業活動を

推進してまいります。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高315,755千円（前年同期比37.8％増）、営

業利益39,734千円（前年同期は31,659千円の営業損失）となりました。経常利益は39,842千円（前年同期は31,669

千円の経常損失）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は28,624千円（前年同期は32,975千円の親会社株主

に帰属する四半期純損失）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

(a)情報セキュリティ事業

　当セグメントの主力である情報セキュリティ事業につきましては、ストック型サービスの契約更新、新規案件の

獲得に注力しました。売上高は256,109千円（前年同期比40.6％増）、セグメント利益につきましては、利益率の

高い自社開発の運用基盤の販売もあり、74,952千円（前年同期比431.8％増）となりました。

(b)人材サービス事業

　人材サービス事業につきましては、派遣先からの案件受注が順調に推移したことにより、売上高は59,645千円

（前年同期比26.9％増）、セグメント利益につきましては、採用教育費の減少と売上増加により、8,802千円（前

年同期比663.8％増）となりました。

（用語説明）

DDoS攻撃：複数のコンピュータを使って、標的にしたサーバーに膨大なデータを送り込み、サービスを麻痺させる

攻撃。電気、ガス、交通、通信といった社会インフラ企業の場合、国民生活へ深刻な影響を及ぼしかねない。

SIEM：シーム/Security Information and Event Management　組織のネットワーク監視、サイバー攻撃やマルウェ

ア感染などのインシデントを一元的に収集、監視、分析する仕組み。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,389,176千円となり、前連結会計年度末に比べ39,097千円の

減少となりました。これは主に、売掛金が84,558千円減少したことに対し、現金及び預金が29,287千円、前払費用

が16,626千円増加したことによるものであります。

　固定資産は121,296千円となり、前連結会計年度末に比べ2,698千円減少いたしました。

　この結果、資産合計は1,510,473千円となり、前連結会計年度末に比べ41,795千円減少いたしました。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は297,920千円となり、前連結会計年度末に比べ55,438千円減少

いたしました。

　固定負債は11,821千円となり、前連結会計年度末に比べ1,006千円の減少となりました。

　この結果、負債合計は309,741千円となり、前連結会計年度末に比べ56,445千円減少いたしました。
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（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,200,731千円となり、前連結会計年度末に比べ14,649千円

増加いたしました。これは主に、利益剰余金が13,245千円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は79.5％（前連結会計年度末は76.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の連結業績予測につきましては、2025年５月14日決算発表時の業績予想を変更しておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,112,261 1,141,549

売掛金 196,442 111,883

原材料及び貯蔵品 1,035 1,035

前渡金 48,940 46,081

前払費用 16,816 33,442

未収還付法人税等 52,252 52,752

その他 524 2,431

流動資産合計 1,428,274 1,389,176

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） － 1,031

工具、器具及び備品（純額） 4,525 5,206

有形固定資産合計 4,525 6,237

投資その他の資産

投資有価証券 59,397 61,087

差入保証金 45,042 45,042

繰延税金資産 15,029 8,929

投資その他の資産合計 119,469 115,058

固定資産合計 123,994 121,296

資産合計 1,552,268 1,510,473

負債の部

流動負債

買掛金 21,652 6,981

リース債務 2,269 1,750

未払金 9,954 18,109

未払費用 43,074 50,951

未払法人税等 1,974 8,339

未払消費税等 25,325 21,134

前受金 221,485 165,842

預り金 8,986 14,218

賞与引当金 18,636 10,342

その他 － 250

流動負債合計 353,359 297,920

固定負債

資産除去債務 8,024 8,024

退職給付に係る負債 4,802 3,796

固定負債合計 12,827 11,821

負債合計 366,186 309,741

純資産の部

株主資本

資本金 627,580 627,580

資本剰余金 323,782 323,782

利益剰余金 234,766 248,011

自己株式 △123 △123

株主資本合計 1,186,005 1,199,250

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △203 1,201

その他の包括利益累計額合計 △203 1,201

新株予約権 280 280

純資産合計 1,186,082 1,200,731

負債純資産合計 1,552,268 1,510,473

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

売上高 229,146 315,755

売上原価 146,062 152,303

売上総利益 83,084 163,451

販売費及び一般管理費 114,743 123,717

営業利益又は営業損失（△） △31,659 39,734

営業外収益

受取利息 25 122

受取配当金 5 6

雑収入 0 6

営業外収益合計 31 134

営業外費用

支払利息 40 26

雑損失 0 0

営業外費用合計 40 26

経常利益又は経常損失（△） △31,669 39,842

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△31,669 39,842

法人税、住民税及び事業税 440 5,670

法人税等調整額 865 5,547

法人税等合計 1,305 11,218

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,975 28,624

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△32,975 28,624

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △32,975 28,624

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 1,404

その他の包括利益合計 △59 1,404

四半期包括利益 △33,034 30,028

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △33,034 30,028

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結財務諸表
計上額（注）２

情報セキュリティ
事業

人材サービス
事業

計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
182,130 47,016 229,146 － 229,146

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 182,130 47,016 229,146 － 229,146

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 10,304 10,304 △10,304 －

計 182,130 57,321 239,451 △10,304 229,146

セグメント利益 14,094 1,152 15,247 △46,906 △31,659

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
連結財務諸表
計上額（注）２

情報セキュリティ
事業

人材サービス
事業

計

売上高

顧客との契約から生じ

る収益
256,109 59,645 315,755 － 315,755

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 256,109 59,645 315,755 － 315,755

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 9,719 9,719 △9,719 －

計 256,109 69,364 325,474 △9,719 315,755

セグメント利益 74,952 8,802 83,754 △44,020 39,734

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△46,906千円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用（主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益の調整額△44,020千円は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分して

いない全社費用（主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費）であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

減価償却費 －千円 516千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

- 8 -


	サマリー情報
	○添付資料の目次
	１．経営成績等の概況
	２．四半期連結財務諸表及び主な注記
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	（四半期連結損益計算書）
	（四半期連結包括利益計算書）

	（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
	（セグメント情報等の注記）
	（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
	（継続企業の前提に関する注記）
	（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）



